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2004 年（平成 16 年）12 月 26 日、インドネシア・スマトラ島沖で発生したスマトラ沖大地震（深さ 32km、マグ

ニチュード(M)9.0（暫定））は、震源域のインドネシアから北側に向かってインド・ニコバル諸島にまで破壊が伝

播し、激しい地震動とともに 30  m を越える巨大津波を引き起こした。インド洋沿岸を襲った大津波は、現時点で

計り知れない被害を及ぼし、22 万人とも伝えられる犠牲者を出す未曾有の大 惨事となった。 

このうち、とりわけ地殻変動の大きいとされる震央周辺海域での高性度海底地形変動調査、および自己浮上式

海底地震計を用いた余震分布及びメカニズムの 解析等を実施することを目的とし、０５年の２月より３月にかけ、

調査船「なつしま」を使い各種調査を行った。 

 この地域の海底地形は、4000m 前後のスンダ海溝北縁とその東側に発達する outer  high とそれに沿ってでき

る前弧海盆によって特徴づけられる。これまでの遠地地震データから求まるアスペリティ分布（八木,2005 等）に

基づき、スンダ海溝からアチェ海盆へ至るグリットで合計１９台の OBS を使ったネットワーク観測を行うとともに、

この間に存在する海溝側隆起帯(outer  high)の縁等を中心として、詳細な地形と表層地殻断面等の調査を行った。

また、顕著な地殻変動を示す場所では、ROV ハイパードルフィンを使って、heat   

flow や海底放射線測定、流量等の測定を試みる計画であった。これらの結果を速報として報告する。 
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